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環境研究部における研究の主課題

• 自動車の環境負荷低減への貢献

大気汚染や地球温暖化への対策としての、車両評価手法の開発

• 自動車騒音の低減

交通騒音の低減に向け、自動車単体対策の効果検証と改善
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自動車の環境側面について、現状を眺めてみる
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温暖化の状況

2025年7～9月では
9.9日

比較基準期間
（1980～1999）

引用：日本の気候変動2020 —大気と
陸・海洋に関する観測・予測評価報告
書—(文科省・気象庁)

「2℃上昇シナリオ」では、
21世紀末（2076～2095年)において
3日程度の増加が想定されていた

2020年報告の「2℃上昇シナリオ」による猛暑日※についての想定と現況
※最高気温が35℃を超える日

都市化の影響が比較的小さいと見られる
気象庁の13 観測地点の猛暑日の平均日数



Forum20253

自動車の二酸化炭素排出量状況（令和５年度）

その他
1億4,660万トン
《１４．８％》

産業部門
3億3,953万トン
《３４．３％》

運輸部門
（自動車・船舶等）

1億9,014万トン
《１９．２％》

家庭部門
1億4,730万トン
《１４．９％》

総排出量9億8,900万トン

各部門におけるCO2排出量

（出典）国土交通省ホームページ

運輸部門におけるCO2排出量の内訳

業務その他部門
1億6,515万トン
《１６．７％》 バス363万トン《1.7%》

乗用自動車
8,447万トン
《44.9%》

営業用貨物車
4,181万トン《21.6%》

自家用貨物車
3,102万トン《16.4%》

タクシー133万トン《0.7%》

航空1019万トン《5.1%》
内航海運973万トン《5.3%》
鉄道720万トン《3.8%》

二輪車77万トン《0.4%》

自動車全体で
運輸部門の85.7％
（日本全体の15.9％）
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大気汚染の状況（環境基準達成状況の推移）

○二酸化窒素（ＮＯ２）

全国の状況
●環境基準達成率
（令和5年度）
一般局(1,151局) ：100％
自排局(357局) ：100％

環境省
令和5年度 大気汚染物質（有害大気汚染
物質等を除く）に係る常時監視測定結果
（ 2025年05月20日）

自排局：自動車排出ガス測定局
一般局：一般環境大気測定局
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大気汚染の状況（環境基準達成状況の推移）

○微小粒子状物質

●環境基準達成率
（令和5年度）
一般局：100%

（測定867局/達成867局）
自排局：100%

（測定233局/達成233局）
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環境省
令和5年度 大気汚染物質（有害大気汚染
物質等を除く）に係る常時監視測定結果
（2025年05月20日）

この状況を維持する必要がある
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自動車騒音（経年変化）

自動車単体対策の
効果を見極める
必要あり

出典：環境省「令和5年度自動車交通騒音の状況」

評価対象は
約951万9千戸
昼夜間とも環境
基準超過は2.5%
この数年間固定化
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環境研究部が取り組んでいる研究課題

令和３年度から令和７年度までの中期計画期間における研究課題

国が行う基準策定を支援

（使用段階でのCO2排出量低減についてポテンシャルのある）燃料電池
自動車、電気自動車等の評価方法の検討

実走行でのエネルギー消費率・排出ガス評価

実走行での騒音の評価
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LCAの取り組み
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情報通信研究統括の担当研究分野

• 情報通信研究統括：

自動車のサイバーセキュリティやAIなどが、国連のWP29の議
題に挙がっていることや、環境・安全の分野でも情報通信技術
が利用されることから、横断的役割を担う機能として発足した

• 自動車サイバーセキュリティに関する評価や、車載技術としての
AIモデルの評価などが研究対象となる

• ICT技術を活用した、物流分野における安全性向上に関する研究
も実施（講演③）
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国際基準調和活動
- Automotive Life Cycle Assessmentへの参画 -

United Nations

第1回 会議の様子
（沖縄コンベンションセンター、2022/10/26-28）

 2022年より国連WP.29にて日本(交通研)・韓国 共同議長体制で議論を開始。
ライフサイクル各段階でのCO2排出量 計算手法の開発を各国･団体で分担。

 自動車に特化したA-LCA(Automotive-Life Cycle Assessment)として、製造･廃棄も含めた
温室効果ガス排出量等を評価。

 2025年度中にガイドライン作成を目指す
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【研究成果例】AIを活用した、高騒音車両の街頭検査への貢献
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①高騒音の車両を
スクリーニング

②当該車両を検査・判定

AIでスクリーニング

AIを活用し、騒音の特徴から不正車両をスクリーニングする技術を開発

騒音の周波数などの
特徴により、
AIで自動スクリーニング

検査対象車両を
スムーズにピックアップ



Forum202511

本日の講演の内容

招待講演

「自動車の環境政策の最近の動向について」

国土交通省 物流・自動車局 車両基準・国際課

国際企画室長 衣本 啓介 様

 講演１「脱炭素に向けた産学官連携による次世代大型車開発促進事業について」

鈴木 央一

 講演２「N₂Oの計測精度を確保した排出ガス試験方法の検討」 越川 翔生

N₂O：の計測精度を確保した排出ガス試験方法の検討
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本日の講演の内容

 ポスターセッション
①「自動運転機能使用時における走行環境性能の評価手法に関する検討」

奥井 伸宜

②「ディーゼル貨物車のNOx浄化装置である尿素SCRシステムの使用過程
における性能低下要因の検討」 山本 敏朗

③「商用車のバッテリ劣化に関するフィールド調査に向けた取組(2)」 小鹿 健一郎

及び

⑥「カーボンニュートラル燃料の内燃機関搭載車への利用」 川原田 光典
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本日の講演の内容

情報通信研究統括※の担当研究分野からの講演

 講演３「事業用自動車のドライバを対象とするAIを用いたマイクロスリープ

注意喚起システムの開発のための基礎的調査」

                     田中 信壽

ポスターセッション

④「国連におけるAIの議論の動向と交通研の取組」 尾﨑 信利

⑤「車検データを活用した使用過程車の分析」 榎本 恵
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ご清聴ありがとうございました
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